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活動スケジュール
⽂書作成期間 活動⽇ 活動内容

5⽉16⽇ チーム決定

計画書の作成・推敲

6⽉3⽇ ZOOMで⾃⼰紹介
⽣態系，堺市レッドリストについて学習

6⽉18⽇ 中百⾆⿃キャンパス内の散策
植物，昆⾍などの調査

7⽉2⽇ 外来種の勉強と研究計画書の作成
7⽉16⽇ 計画書を提出

データ解析
レッドリストの作成

10⽉22⽇ キャンパス内で外来種の野外調査
11⽉12⽇ なかもずキャンパスアラートリストまとめ
11⽉25⽇ 演題決定
12⽉10⽇ ミーティング (プレゼンテーション作成)

プレゼンテーション準備 12⽉11⽇ 合同発表会



活動⽬的
外来種アラートリストの作成

• 中百⾆⿃キャンパスには，⽔⽥や果樹園などのほか，緑地帯や調整池，⽔路な
どがあり，多種多様な⽣物が⽣息．

• キャンパス内で野外調査を⾏い，堺市から提供された⽣物分布情報と照らし合
わせ，どのような外来種が⽣息しているかを把握．

• 健全な⽣態系に悪影響を及ぼす可能性のある外来⽣物をまとめた「中百⾆⿃キ
ャンパスアラートリスト」を作成．

• 作成したアラートリストを周知することで，⼤学内外の外来種問題に対する関
⼼を⾼め，外来種から⽣物多様性を護る活動を促進．



活動の中で，2つの達成⽬標を設定
•中百⾆⿃キャンパスに⽣息する外来種を調査することによ
り，地域の⽣態系を評価する⼿法を⾝につける．

•中百⾆⿃キャンパスアラートリストの作成を通して，外来
種とその影響に対して理解を深め，外来⽣物から⽣態系を
保護するために，個々⼈が意識・⾏動できることを実践の
中で⾝につける．

達成⽬標



活動内容
中百⾆⿃キャンパス内の調査

⽬的
中百⾆⿃キャンパス内を散策し，キャンパス内に⽣息する

動植物を観察．その変化，現在起こっている⾃然現象や環境
問題を把握．⽣物多様性と外来種問題について学習．普段の
学校⽣活では訪れない場所を散策し新たな知⾒を得た．

調査ルート



⽔⽣動物相の調査
活動内容

⽬的
中百⾆⿃キャンパスには，ショウブ池と府

⼤池，⽔⽥や⽔路がある．各地点で網を⽤い
て⽔⽣動物を⼀時捕獲し，⽔⽣動物相を把握，
どの程度外来⽣物が侵⼊しているかを調査．



中百⾆⿃キャンパスアラートリストカテゴリー区分定義

重点対策種 中百⾆⿃キャンパスの⽣態系や農業，⼈の健康に甚⼤な影響を与えると考えられる種．
特にキャンパス内への侵⼊が初期段階の場合，すぐに対策を取る必要がある．

要注意種 中百⾆⿃キャンパスの⽣態系や農業，⼈の健康に影響を与えるが，重点対策種ほどは影響
が⼤きくない種．

要侵⼊警戒種
中百⾆⿃キャンパスでは侵⼊・繁殖が記録されていないが，堺市にはすでに侵⼊，繁殖し
ており，キャンパス内に侵⼊した場合，⽣態系や農業，⼈の健康に甚⼤な影響を与えると
考えられる種．侵⼊・または繁殖が判明した場合，すぐに対策を取る必要がある．

堺いきもの情報館に登録されている情報から，中百⾆⿃キャンパス内の⽣物を
抽出（堺市環境共⽣課からの情報提供）．そのデータならびに堺市アラートリス
トを基に，中百⾆⿃キャンパス内の外来種リストを作成．

堺市アラートリストの解析



選定種（全60種）

•哺乳類（2種）
•⿃類（1種）
•両⽣・爬⾍類（3種）
•淡⽔⿂類（7種）
•陸産・淡⽔産⾙類（2種）
•陸産・淡⽔産甲殻類（3種）
•昆⾍・クモ類（11種）
•維管束植物(31種)

写真

アライグマ（重点対策種）



出来上がったアラートリストの⼀部



中百⾆⿃キャンパスの⾃然

•農地
•雑⽊林
•ため池
•草地

雑⽊林

草地

府⼤池
ショウブ池

農地



農地
⽥や畑,果樹園があり様々
な品種の植物が栽培されて
いる．

確認された外来⽣物
クビアカツヤカミキリ
アカハネオンブバッタ
セアカゴケグモ

アカハネオンブバッタ（要注意種）



雑⽊林
クヌギやエノキで構成された雑
⽊林がある．⾥地特有の⽣物が
⽣息している．

確認された外来⽣物
ハリエンジュ
ムラクモカレハ
マツヘリカメムシ

マツヘリカメムシ（要注意種）



ため池
府⼤池とショウブ池などのため
池がある．⽔辺の植物が多く⿃
や⿂の産卵場所となっている．

確認された外来⽣物
アメリカザリガニ，
ウシガエル，カダヤシ，
オオフサモ アメリカザリガニ（重点対策種）



・堺市から提供された情報のうちアラート
リスト掲載種35記録を⽤いて解析

・位置情報から外来種が確認された環境を
「農地」「雑⽊林」「ため池」に分類

・動物に関しては「ため池」や「農地」の
割合が⼤きい

・植物に関しては「雑⽊林」の割合が最も
⼤きいが，キャンパス内の環境全体に分布
している

ため池

雑⽊林

農地

外来種が確認された環境
<動物>

<植物>



・外来種全体でみると，「ため池」周辺に⾼い
⽐率で⽣息していることが判明

・⽣態系の下位にいる植物から，上位にいる動
物まで多くの外来種が⽣息

・中百⾆⿃キャンパスでは，
ため池で外来種の防除をすすめる重要が⾼い

・キャンパスの環境でも特⾊ある府⼤池の環境
について次項で考察

ため池
雑⽊林

農地

外来種が確認された環境

<外来種全体>



・ヒシ等の植物からモ
ズ，サギ類などの⼤型
⾁⾷動物までの⾷物連
鎖が成⽴．

・外来種が侵⼊するこ
とで，在来種との競合
や捕⾷がおこり，⾷物
連鎖が崩壊する可能性

⽣物多様性保全の観点
からため池（府⼤池）
において外来種の防除
をすすめることが重要

×× ×
× ×外来種の侵⼊

府⼤池の環境



まとめ
・近年起こっている外来種問題に対し適切な防除活動を⾏う上で，キャンパス内
のどの環境にどのような外来⽣物が⽣息しているのかを把握することは重要．

・本実習の調査および中百⾆⿃キャンパスアラートリストの作成を通し，キャン
パスには多数の外来種が⽣息，ため池で集中して防除を⾏うことが重要と判明．

・中百⾆⿃キャンパスアラートリストは今後，外来種の防除活動を⾏う際の基礎
資料になる．
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